
子牛の増体能力を最大限に引き出す
～新しくなった「ミルダッシュ」～

図1.各代用乳の特徴
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図4.人工乳摂取量の違い

図2.JA全農グループ新規代用乳標準給与体系

図5.哺乳期における下痢発生日数

図3.哺乳期の増体成績の違い
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《ホルスタイン種子牛の場合》
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旧ミルダッシュの特長

みるくんの特長
新ミルダッシュの特長

・粗タンパク質含量を高めて増体成績アップ
・ 多給しても人工乳摂取量を高くするため
粗脂肪含量を低めに設定

・増体改善のため、アミノ酸バランスを考慮
・ 下痢対策として、フラクトオリゴ糖を通常の
5倍添加し、虚弱な和牛子牛にも配慮
・粗脂肪含量を低めに設定

・旧ミルダッシュの特長はそのまま
・ みるくんの特長のアミノ酸のバランスを活
かし、フラクトオリゴ糖も添加
・和牛でも安心して利用可能
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● より和牛子牛に使いやすい
代用乳

　新しい「ミルダッシュ」は、既存
製品である、和牛・Ｆ１子牛専用
代用乳「みるくんV02（以下、「み
るくん」）」の特長を新たに取り込
み、より和牛子牛にも使いやすい
代用乳として生まれ変わった。
　新しい「ミルダッシュ」の保証成
分はリニューアル前の「ミルダッシ
ュ」と同じで、以下の通りである。

　これまでの「ミルダッシュ」の特
長は、高い増体成績を達成する
ために粗タンパク質含量を高めに
している事と、多給した場合でも
高い人工乳摂取量が実現できる
よう粗脂肪含量を18％と低めに
している事である。
　2016年度に「ミルダッシュ」の
油脂を中鎖脂肪酸を高めた機能

「ミルダッシュ」「みるくん」のいず
れかの代用乳を給与し、増体成
績と糞便性状について調査した。
その結果、いずれの代用乳におい
ても、増体成績に違いは認められ
なかった（図3）。
　人工乳摂取量は、いずれの代
用乳でも、新規代用乳標準給与
体系における目標摂取量を上回っ
ており、代用乳での違いは見られ
なかった（図4）。
　「新ミルダッシュ」は「みるくん」と
比較して粗脂肪含量が2%増加し
たものの、消化吸収されやすい油

性油脂に変更し、子牛が効率良
く脂肪を分解し、素早くエネルギ
ー源として使う事ができるよう改
良した。
　一方、既存の「みるくん」は、
粗タンパク質含量を26％と高め
に設定、更にアミノ酸バランスに
考慮し、リジン、メチオニンの単
体アミノ酸を添加している。また
消化吸収が弱い和牛子牛に合わ
せて、一般的に消化吸収に時間
のかかる油脂を抑え、粗脂肪含
量は16％と「ミルダッシュ」より更
に下げていた。
　これに加え、腸内環境を整える
ためにフラクトオリゴ糖を他の代
用乳の5倍量添加し、他の品種と
比較して虚弱な和牛子牛について

も配慮した内容となっている。
　新しい「ミルダッシュ」は、これ
までの「ミルダッシュ」の特長をそ
のままに、「みるくん」のアミノ酸
バランス、腸内環境改善効果を
新たに強化し、生まれ変わった
（図1）。
　実際の販売サイズとしては、既
存の20㎏袋タイプのほかに10㎏
袋タイプの取り扱いを増やした。

● 新しい「ミルダッシュ」の給与
試験について　

　飼料畜産中央研究所笠間乳肉
牛研究室では、生後1週齢前後
の和牛子牛35頭に、JA 全農グ
ループ新規代用乳標準給与体系
（図２）に沿って、「新ミルダッシュ」

脂を利用していることから、「新ミ
ルダッシュ」を給与した子牛は人
工乳を安定的に高く摂取した。こ
のことから、離乳後も安定した増
体が期待できる。
　哺乳期における下痢発生日数
は、明確な違いは認められなかっ
たが、「新ミルダッシュ」を給与し
た子牛で最も少なかった（図5）。
「新ミルダッシュ」は「みるくん」と比
較して、粗脂肪含量が高くなって
いるが、中鎖脂肪酸の多い油脂を
利用する事により下痢発生を抑え
られたと考えられた。

　このように、新しい「ミルダッシ
ュ」は両方の代用乳の特長を活か
した代用乳であり、「みるくん」か
ら置き換えたり、これまでの「ミル
ダッシュ」から引き続き新しい「ミル
ダッシュ」を給与しても同様または
それ以上の成績が期待できる。ＪＡ全農グループでは、哺乳子牛の生産向上のため系統代用乳の

バージョンアップを行った。今回は、2017年10月より新しくなった
「ミルダッシュ」についてその特長を紹介する。

・粗タンパク質含量28%以上
・粗脂肪含量18%以上
・TDN 105%以上


